
令和５年度                           学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標                 学力向上検討委員会構成 

阿波市立吉野中学校 

「学力向上実行プラン」 

 

 

「基礎基本となる学力をしっかりと身につけて，生徒一人ひとり 

が自分の良さを発揮できる教育」 
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   校長   森 北  博 文 

 

 

 

 
                                                                                                【各校の取組状況の把握について】 

 
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進 
 

 管理職や学年団の教員による授業参観など，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。 
 

（１）知識・技能の習得 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

○漢字の読み書きや計算力などの「基 
礎・基本的な力」については，意欲 
的に取り組むことができる。 

●学力の二極化が見られる。学習に根 
気よく取り組むことができず，すぐ 
にあきらめてしまう生徒がいる。 

 

・課題に対し，すぐにあきらめず根 
気強く真剣に取り組むことができ 
る。 

・タブレットを積極的に活用し，基 
礎・基本的な知識・技能を確実に 
身に付けて，学習に対しての成就 
感や達成感をもつことができる。 

・単元終了時に小テストの実施や定 
期テストの達成度６割以上を目
標にする。 

・週末課題により家庭学習の定着を 
図る。 

・一人一台タブレット活用により個 
別最適化を意識した授業を行う。 

・「定期テスト達成度６割」はほ
ぼ達成できているが，基礎的な
問題での誤りが見られる。家庭
学習にきちんと取り組めていな
い生徒が数名いる。 

 

・授業における忘れ物がない生徒 
が７５％ほどであるが，まだ徹 
底はできていない。 

・週末課題，自主勉強ノート等の
課題の未提出者が限定されてき
ている。 

・授業を大切にする習慣をさら 
に身につけさせる。 

・家庭学習における，家庭での 
協力をさらに呼びかけてい 
く。 

 

（２）思考力・判断力・表現力等の育成 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項   
 
 
 
 
 
 

○生徒総会・全校集会などで，自分の 
意見がはっきり言える。 

●論理的思考が必要な場面で，筋道を 
立てて考えることを面倒がり，課題 
解決に至らない生徒が見られる。 

 

・他者の考えや思いを受け止め，自 
らの考えを深め表現できる力を身 
につける。 

 
 
 

・人権学習で自分の考えを伝えあ 
 い，自分としての意見を持てるよ 
 うにさせる。 
・一人一台タブレットを活用するこ 
とにより，お互いの考えを伝えあ 
わせ深い学びを構築する。 

・教科や人権の授業において，生 
徒が自分の意見や考えを述べる 
場を意識して作る。その際に， 
タブレットの活用を図る。 

 
 

・各学年の人権における研究授業 
を通じて，研修を重ねることに 
より，教員側のスキルアップを 
図ることができた。 

 
 

・研究授業や研修を通じ，各教 
員のさらなるスキルアップ
を図る。 

 
 

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項   
 
 
 
 
 

 

○進んで挨拶ができ，学校行事やボラ 
ンティア活動に積極的に取り組む
ことができる。 

●自尊感情がやや低く，物事を途中で 
あきらめてしまったり，困難なこと 
から逃げたりする生徒が見られる。 

・現状に満足するのではなく，常に 
自己の向上を目指し努力していく 
姿勢を持つことができる。 

 
 

 

・ＩＣＴ等の活用により，生徒の多 
様な考えを認め，それを生徒の成 
長に生かす指導を行っていく。 

 
 

 

・タブレット内の「まなびポケッ
ト」等を十分活用する。 

 

・ほとんどの教科で，ICT の活用 
が積極的になされていた。 

・各担任・学年で，「まなびポケ
ット」を十分活用できた。 

 

 

・ホワイトボードやタブレット 
のさらなる有効活用につい
て研修を重ね，教員全体で考
えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


